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RBNZ予想

ニュージーランド準備銀行の金融政策と経済見通し

2017年8月10日

 ニュージーランド準備銀行（RBNZ）は8月10日の政策決定理事会で、政策金利を1.75％で据え置く決定を下す。

 4-6月期のインフレ率は前年比+1.7％へ鈍化。石油・食品価格上昇の反動から、RBNZは今後のインフレ低下を予想。

 RBNZは一部の先進国中銀の利上げや金融緩和縮小には追随せず、緩和的な金融政策が適切との考えを示す。

 低金利や人口増加、交易条件改善、財政刺激策などに支えられ、経済成長率は2018年に3％超の水準に上昇へ。

RBNZは予想通り、政策金利の据え置きを決定

ニュージーランド準備銀行（RBNZ）は8月10日の政策決

定理事会において、大方の市場予想通り、政策金利を

1.75％で据え置く決定を下しました（図1）。

図1：政策金利とインフレ率の推移

（出所）ニュージーランド準備銀行（RBNZ）、ニュージーランド統計局
（期間）政策金利：2010年1月1日～2017年8月10日

CPI：2010年1-3月～2017年4-6月（実績）

RBNZは緩和的な金融政策が適切との考え示す

また、今回のMPCでは、一部の先進国中銀が利上げを

開始したり、金融緩和の緩やかな縮小を検討し始める中

でも、ニュージーランドでは引き続き緩和的な金融政策が

適切との考えが示されました。

RBNZによればニュージーランドの中立的政策金利は足

元で3.5％と推定されており、現行の政策金利（1.75％）は

なお緩和的であることが示唆されています（図2）。RBNZは

MPCの中で、「国内でのインフレ圧力が後退する中、政策

金利は長期にわたって低水準で推移すると予想される」と

述べ、利上げを急がない考えを表明しています。

図2：ニュージーランドの中立的政策金利

（出所）RBNZ （期間）2000年1月1日～2017年8月10日

図3：ニュージーランドの実質GDP成長率

（出所）RBNZ （期間）2010年1-3月～2017年1-3月（実績）

RBNZは今後のインフレ率の低下を予想

ニュージーランドの2017年4-6月の消費者物価指数

（CPI）は前年比+1.7％と1-3月期の同+2.2％から鈍化し

ました。今回の理事会と同時に公表された四半期金融政

策報告（MPC）のインフレ見通しによれば、2017年前半に

かけての石油・食品価格の上昇の反動から、今後のインフ

レ率の低下が予想されています。2018年初には一時的に

インフレ・ターゲットの下限を下回った後、インフレ率は

2019年にかけてインフレ・ターゲットの中心である2％への

収れんが見込まれています。

RBNZは2018年にかけ経済成長率の上昇を予想

景気見通しに関しては、2017年1-3月の実質GDPは前

年比+2.5％へ鈍化したものの、RBNZでは低金利や人口

増加、交易条件の改善、財政刺激策などに支えられ、

2018年にかけて成長率が3％超の水準へ上昇するとの

予想を示しています（図3）。


